


























2003年 7---12月までに毎月 1回の頻度で、 11支流の何川|水について溶分成分濃度を分
析し、各流域の地形構造と比較したところ、各流域における溶存全鉄(Fe)、マンガン(Mn)、
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ア ノ レ ミ ニ ウ ム (Al)、 D O C 濃 度 の 平 均 値 は 流 域 平 均 傾 斜 と の 間 に そ れ ぞ れ 負 の 相 関 関 係 が 認
め ら れ た (図 2 ;  pく 0. 0 1)。 ま た 、 D O C 濃 度 と F e 、 M n、 A l 濃 度 の 聞 に は 有 意 な 正 の 相 関 関
係 、 が 認 め ら れ た (図 2 ) 。 一 方 、 硝 酸 態 窒 素 濃 度 は 平 均 傾 斜 と の 間 に 有 意 な 正 の 相 関 関 係 が 認
め ら れ た ( 図 3) 。
こ れ ら の 結 果 か ら 、 F e、 M n、 A l な ど は 傾 斜 が 緩 や か で 、 土 壌 水 分 が 豊 富 な 地 域 か ら 溶 存 有
機 炭 素 と と も に 河 川 へ 供 給 さ れ て い る こ と が 示 唆 さ れ た 。 こ の こ と は 無 機 態 窒 素 栄 養 で あ
る 硝 酸 の 挙 動 と は 相 反 す る も の で 、 あ っ た 。 し た が っ て 、 上 流 域 か ら 下 流 へ の さ ま ざ ま な 栄
養 物 質 の 供 給 と い う 観 点 か ら は 、 多 様 な 地 形 構 造 を も っ 支 流 域 の 存 在 が 重 要 で あ る こ と が
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図 2 . 流 域 平 均 傾 斜 と 各 流 域 河 川 の 溶 存 全 F e 、 A l 、 M n 濃 度 ( 平 均 値 ; 左 図 )お よ び D O C 、
D O N、 N 0 3 -濃 度 ( 平 均 値 ; 右 図 ) と の 関 係
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図 3. 各 流 域 阿 川 の D O C 濃 度 と 溶 存 全 F e 、 A l 、 M n 濃 度 ( 平 均 値 ) と の 関 係
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